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長野県上水内郡豊野町試掘地付近め地質

井島信五郎＊

Geological　Survey　on　the　Test　Boring　Area　i皿Toygno－

　　　　m負chi・Kamiminochi・gun，Naga卑o　P『efect皿e

　　　　　by

Shingor61jima

Ab菖tract

　　　、　This　paper　deals　wit1｝the　geology　on　the　surrounding　area　of　the　test

歌n（i　gas　exploration　at　Toyono．machi，Kamiminochi．gun，Nagano　prefecture。

　　　　　The　geologica；1succession　of　this　areαis　shownαs　folloWs：
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　　　　　　　　　　　Tw6Pαrallelanticlinescalle昼丁？y・n・anticlines・h＆vebeenf・undinthen・rthem

　　　　　：hill　of　Toyono．m＆chi　with　gener縦1strike　of　N500E，and　one　anticline　has　been　presumed

　　　　　to、exist　under　the　cultivαted　plain　near　Toyono－machi．

　　　　　　　　　　Thetestb・ring，ShintenT・y・n・R－1was4rilledf・rtheかresu皿edanticlineby書he

　　　　　Shinano　Natur段1Gas　Co．in　July，1958。

　　　　　　　　　　Many・ilandgasseepαgesh＆vebeenf・undne段rT・y・n・一mαchi・andtheyh訊vesh・wn

　　　　　la　characteristic　distrib“tion；distribution　of　oil　seepages　are　almost　limited　in　the　northem

　　　　　五i11・f T・y・n・一machi，whilegasseepagesarea1皿・st・nthealluvia1Plain・

　　　　　　　　　　　The　characteristic　distribution　of　the　oil　and　gas　seepages　of　this　field　gives　us　an

　　　　　ideαthat　the　oil　and　gas　primarily　migrated　into　the　anticlines　gr　other　structures丘t　for

　　　　　．accunlulation，in　the　area　now　covered　by　the＆11uviα1sediments，and　th♀n　the　geologica1

　　　　　・uplift　with　folding　shbuld　have　taken　place　in　the　present　hilly　area．

　　　　　　　　　　　Thetestb・ring．reached600mlindepth・＆ndafterthe・bservati・n？fc・resandditch

　　　　　samples，the　thickness　of　the　alluvial　sediments　has　been　known　to　be　about80m，and　the

　　　　　T・y・n・f・rmati・nissituatedFfr・m80t・600皿》the，b・tt・卑・fthe、we11・αndstilfmore

　　　　　deeper．　On　the　other　hand，from　the　drilling　dαt批of　Nihon　Oil　Co。　dr皿ed　in1941foエ、

　　　　　Toyonoαnticlines，itissαidthatthemud壬aciesfrom240to580mistheRonchiformation，

　　　　　and　the　tuff　rich　fαcies　deeper　than520m’belongs　to　the　Susoban批fomlation，

　　　　　　　　　　　Indicαtions　in　the　borehole　of　Shinte且Toyono　R・1are　recognized　as　follows3

　　　　　　　　　　　1）gasbubbles　from18to20m

　　　　　　　　　　　2）　　gas　bubbles　　　from77to　85m

　　　　　　　　　　　3）lightbrownextractsobtαinedbyethertest　from111mcore

＊燃料部
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　　4）　gas　bubbles　　　from　135to　160m

　　5）　oi1且1士n　by　drill　stem　test（D．S．T．）　　from533to600m

　　The　Schlumberger’s　electric　coring　test　was　carried　out　for　the　well　from550m　in

depth　to　the　bottoln　and　C1一co尊tent　of　the　pore　water　was　measured　for6spotted　core

samples．

　　Thewaterbearinggravelbedofabout70m　indepthwastestedaboutitswater
prodhctivity　and　purity『of　its　water　for厨ater　supply　to　TQyono－machi，＆nd　it　is　concluded

thαt　this　water　does　not　suit　fof．drink　from　the　result　of　its　chem．ica1・anaユysis．

　　Then　the　Shinano　Natura1（｝as　Co．m批de　it　an　abandoned　well　without　gas　prbduction

test，ワthough　gas　issues　recognized　in　the　borehole　were　compαr＆tively　strong。

　　For　the　future　exploration　of　the　fie1（i，　it　is　hopefu1　αt　且rst　to　put　the　geophysical

pr・spe6tin窪w・rksf・rthep1αinareainpractice，andthent・母ri11伽ee・ff・urdeeper

structure　borings　for　the　assumed　anticline　to　make　clear　the　state　of　oil　and　gas　αccum・u－

1ations　in　the　Tertiary　for±n昇tions。

　　　　　　　要　旨
長野県上水内郡豊野町地内で行なわれた石油，および

可燃性天然ガスに対する試掘と試掘地付近の地質の概況

を述べる。

本地域の地質は次表に示されるとおりである。

地質時代
第四紀層

第三紀層

完新世
更新世

．中新世

地 層

砂礫粘キ層

豊野層

論地（泥岩）層・

裾花凝灰岩層

浅川（頁岩）層

豊野町北方丘陵地帯にば，併走する2本の背斜があり

これは従来豊野背斜と呼ばれているもので，背斜の一般

走向はN50QE位である。

豊野背斜と別に豊野町の平原地下には一条の背斜が推

定されている。

　今回調査した試掘井は昭和33年信濃天然ガズ株式会

社が，この平原下に推定された背斜構造に対して行なつ

むものである・

　豊野町周辺の山野には，多くの油徴・ガス徴が発見さ

れているが，それらの分布が，油徴は：豊野北方の山堆

に，ガス徴は山地以外の平坦地に限られているというの

は一つの顕著な特徴であるo

　この特徴ある油徴，ガス徴の分布状況から推定される

ことは，ガス徴をもつている宰原下の構造は，豊野町北

側山地帯の構造に先立つて，石油お，よび天然ガスの初生

的移動による貯溜をうけただろうということである。し

たがつて山地帯の摺曲によるもち上りは，上記の初生的

移動の終わつた後で行なわれたものではなかろうか。

1
試
掘 は深度600mで掘正められ坑井地質によつて80

mまで第四紀沖積層，以下坑底までは第四期洪積統に

属する豊野層と判定したのであるが，昭和16，17年頃

日本石油株式会社によつて，豊野背斜上に掘られた試掘

井の地質柱状図と対比して，240mから580mまでの泥

層は論地泥層に，580m以下の凝灰岩優勢層は裾花凝灰

岩層に対比されるのではないかと考えている向もある。

ボーリング屯次のようにガス徴・油徴に逢着してい

るという。

　1）　ガス気泡放出泥水上に連続浮上ゴ18mから20nエ

の間。

　2）　ガス気泡放出泥水上に連続浮上，や≦顕著，77血

から85mの間0
　3）　エーテルに淡褐色の着色を示す，1111n付近の丘

一ア0
　4）　ガズ気泡放出水上に連続浮上，顕著，135皿　　　’

から160m．の間0

　5）　ドリルステムテストのさい顕著な油膜を認めた。

　帝国石油株珠会社に依頼して深度501nから600mま

宅の間に電気検層を実施し，採取したコーア6個につい

ては孔隙水中のC1一量の測定を実施した。

　なお，深度70m付近の含水礫層に対し，豊野町の水

道用水源とする目的で揚水量と水質試験を行なつたが，

水質不適と判定された。

　最終的には信濃天然ガス株式会社は前記したように，

比較的強いガス徴があつたにもか』わらず，これに対す

る生産テストはせずに廃坑するこどとなつた。

　今後本地域の開発計画については適当な物探の実施が

望ましく，その結果適当な構造に対しては3，4本の深

層試錐を実施して平原下における含油，含ガス第三紀層，

のあり方を明らかにすることが必要と考える。
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その後本地域を含む平野部に対しては，石油資源開発

株式会社が地震探鉱を計画している・

1．緒論

昭和33年8月17日から21目までの5目間，当時長

野県上水内郡豊野町地内で行なわれていた石油，天然ガ

スの試掘状況と試掘地付近の地質調査を実施した。豊野

町は長野市の北東方約11kmにある。

試掘地点は，信越線豊野駅の東方1，500mほどの林檎

畑のなかにあつて，すぐそばに浅川川が流れている。　　0

豊野町付近については，過去に数回の地質調査が行な

われているカ㍉公表されているものとしては・長野県長

野油田図1）がや』詳Lい。

豊野町西側山地には昭和13年から16年頃までの間に　，

数坑の試掘が行なわれ，現在も油沢中流には手掘井跡が

3ヵ所，ボーリング井跡が2ヵ所残つている。油沢はそ

の名が示すように，漢流底の到る所に顕著な油徴がみら

れ，さらに市街地内の数ヵ所には人家の用水井や工場の

用水井中に明瞭なガス徴がみられる。

今回の試掘は1信濃天然ガス株式会社がこれらの地

村

2

θ’

鰍隊麟．
第1図豊野付近地質図F
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質，徴候，試掘の結果などから判断して，平原第四紀層

の地質と天然ガス埋蔵状況，およびその下位にくる第三

紀層中の地質と石油・天然ガス埋蔵状況を把握する目的

で行なつたものである。

2．位置・交通および地形

　本試掘作業に関連のある範囲内で，本地域の位置・交

通・地形を概述する。

　長野県北半の広範な第三系分布地域を新潟県内とも∵

緒にして地史の面からみると，全般的には北方新潟海岸

の方向にラッパ状に大きく開いた大きな堆積凹地の南部

を占めて恥ることになる。豊野町地区はそのラッノ茸状地

域の南部東翼上にあつて，北方新潟県内には，牧・玄藤

寺・高田平原等の産油産ガス地をひかえている。豊野付

近については，や玉離れてはいるが，新潟県と長野県と

の県境付近，富倉背斜の油徴・ガス徴地は有名である

が，開発面では，長野市伺去地内で酒井石油鉱業株式会

社がごく少量の石油どガスを産しているだげである。長

野市東方約8kn1の小田切部落地内においては最近まで

産ガスを続け，長野市の都市ガスに利用されていたが，

現在ではダム工事のためパイプラインを取り外し，ガス

採取を中止しているという。

　豊野町付近の交通は，長野市に隣接するため県内でも

便利の方で，国鉄信越線の通過駅であり，また千典川に

沿つて北上する国鉄飯山線はこエから分岐している。な

お，千曲川に沿つて南下する国道長野方面および北上す

る飯山方面には，バスも通じており，冬季降雪時にもほ

とんど運行を止めることがないo、

　豊野町付近は，信州林檎の中心産地で，豊野町西側の

山地斜面等もよく開墾されて林檎畑になつており，しだ

がつて農耕用道路の発達もよく，山野の抜渉は自由であ

る。山地の地形はまつたくなだらかな丘陵性で調査に支1

障をきたすようなことはない。

，3．地　　質

　豊野町周辺山地に露出する地質は，従来豊野層として

一括されているが，最近の信州大学・東京通商産業局な

どの調査によれば，これを細分して上位の豊野層と，そ

の下位にくる大川相当層とにしたいという意見がだされ

ている。しかしこの意見は，公表されていず，なお問題

もあると思うので，従来通り一応豊野層として一括説明

することとしたい。

　　　　　　第1表フォッサ・マグナ地域の第三系

理
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　したがつて本地域の地質は，上位より第四紀層の　1）

1砂・礫・粘土層，2）火山灰層，3）豊野層が広く分布

し，豊野層は不整合をもつて第三紀層め論地頁岩層また

菰裾花凝灰岩層を覆つている可能性が大きいものと考え

・られる（第1～3図，第1表参照）。

　3．1砂・礫・粘土層

　本層は地表に不規則に分布する砂・礫・粘土層で・．山

地においては崖錐や・｝ムの崩壊物と混じ，再腹以下の

低所を埋めてい為層理のきわあて不明瞭な堆積物であ

り，平坦地においては砂礫優勢な堆積物で，厚さ100m

に達することもあるようである。

』3．2火山灰層
　山頂や陵線部には，不規則な厚さで火山灰層が分布し

ている。火山灰層の下部にはときに浮石質凝灰岩層が，
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第3図　旧日右豊野試掘R－1，R－2電気的柱状図

油井溺樋田釧開　坑i成　功樋上の高

（第11巻、第4号1

鹿沼土のように風化して存在することがあり，また場所、

によつては偽層の発達した砂礫層を伴うζとがある。本一

層の厚さはおエよそ21n以下，そう厚いものではないよ．

うである。

　3．3豊・野層
　豊野市街地西側油沢のルートには豊野層の露頭がほす

連続的にみられ，上位から，1）砂泥互層帯，2）・凝灰

岩層帯，および3）凝灰角礫岩層および礫岩層からなる

一
帯

に分けられる。，た壁し，油沢のルートで嫡豊野層の下’、

限はみられないようである。

　こ』にみられる豊野層最上部の砂泥互層帯は，黄褐色

の軟いシルト層乙同じく黄褐色の細粒砂層からなり，油1

沢の沢口付近にみられる。上部は砂層が鰹勢，下部はシ

ルト層が優勢の20～30cm互層で，砂層・シルト層ともに．

厚さ数mm以下の白い細粒凝灰輩砂層を挾んでいる。

砂層はときに1血以上となることがある。この付近でみ．

られるこの互層部の全層厚は，301n以上と算定される・．

　次に，最上部診泥互層帯との接触関係は露頭不良のた

め明らかでないが，ほ罫整合的に厚さ15n1余りの擬灰、

岩層の発達優勢な帯がくる。この凝灰岩層は淡黄色浮石『

質で，直径数mm以下の安山岩礫および火山岩砕を混、

入し，風化して豆腐の葎状を呈している。この部層はと

きに厚さ1m前後の砂岩層・礫岩層および火山岩砕層・

を挾有することがあり，全層厚は20m位である。

　凝灰岩層発達優勢帯の最下部にくる火山岩砕層の下位

か
、

ら，急に人頭大あるいはそれ以上の円礫・車円礫およ

び角礫を混じた層理不明の厚い凝灰角礫岩層および礫岩・

層が続き，まれに砂岩層および砂質凝灰角礫岩層を挾有

している。なお油沢東側山腹には昭和15，16’年頃，当・

時の日本石油株式会社の掘つた試掘井が2坑あつて，こ

れらによれば本部層はさ、らに深部まで続ぎその総厚は紺

250m，とくに岩層変化は著しいものと推定され，2号

井から1号井までの数100mの間にほとんど全層が砂礫・

に移り変わつているとされている。

　これらの試掘井のほかにも油沢の沢底には数坑の浮掘’

井跡がみられ，油沢中流旧町営水道タンクの近くのも分

からは，油を伴つた水が湧出している。

　3．4　さらに深部の地質

　前記の試掘井からさらに深部の地質を読みとれば，豊

野層のすぐ下位には当時論地相当層と考えられていた厚、

さ170m余りの泥質層，その下位には厚さ2001nの裾花1

相当層と考えられる凝灰岩層，以下に浅川相当層と考え一

られる泥質層がぎている（第3図）。

蓋剥豊．野陣ll：11：lll　14・4・211111：ll
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長野県上水内郡豊野町試掘地付近の地質　（井島信五郎）

結果を総合すれば，豊野付近の地質および地質構造は第

1図および第2図のようである。

　すなわち，豊野西方山地には，従来一括して“豊野背

斜”と呼ばれている2条の背斜構造が，信越線と並走し

ている。2条の背斜のうち，北側背斜の背斜軸は信越線

の北側約2，000mの距離にあり，南側の背斜はその中

澗で2背斜軸の距離は750～1，0001nである。

　北側背斜の北翼は，豊野層の各部層からなり，30度

以下の緩い傾斜で北方に潜入し，南翼は浅い谷状の向斜

を越してすぐ南側背斜の北翼と連続する。向斜部の南北

両翼とも30度以下の緩い傾斜を示している。

　南側背斜の南翼端は，平野に臨む山麓付近宅はほとん

，ど直立近くまでの急傾斜を示す豊野層上部の互層からな

』る汎豊野町北部伊豆毛神社付近の露頭によれば，傾斜

轄逆になり10度以下り緩傾斜で市街地地下に向かつて

はね上つていることが観察される。急傾斜から緩いはね

上りに移る移行状態はいまのところ不明である。

　豊野町の市街地を含む平原部一帯は，沖積層に覆われ

て豊野層以下の地層はみられないが，本地域の地質構造［

と本地域西側山地の地質および地質構造から判断すれ

ば，、平原下にも背斜構造の潜在することが考えられる。

　今回調査した信濃天然ガス株式会社豊野R－1号井は，、

・一応この地下だ潜在する背斜構造を探鉱の対象としたも

のであるQ

5．油徴およびガス徴

　油沢の油徴は古くから有名で，油沢の名称も沢底に数

多くの顕著な油徴のあるところからでているという。こ

れらの油徴地は，今回の調査によつて新しく発見された

油徴地とともに第1図に記入されているが，地域内には

また家庭や工場の用水井にみられるガス徴を始め，東京

通産局鉱山部燃料課によつて発見された野外のガス徴

等，多くのガス徴地がある（第1図および第4図参照）。

　　　　ぼ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ぷ　

第4図　豊野付近油徴・ガ欠徴分布図

本地域内の油徴は前述のように豊野市街地北西側山地

1にある油沢を中心にして多くの箇所にみられ，油沢付近

の沁一トマップ（第4図）について説明すれば次のよう

であるQ

　油沢は普段水量が少なく，ときには流水の途絶えるこ

ともあるが，沢口で川床に下り，水面をよくみると油膜

の浮遊するのがみられる。　　　　’

　一番沢奥の人家の前（A点）あたりにさしかかると，

かすかな油臭を感ずるであろうが，この付近両岸はなお

林季禽火田で露出状況ほよくない。

　なお150mほど前進する間に川床にみられる人頭大

の礫を混入する礫岩の小露頭を掘り起こしてみると，礫

と礫の間を充墳している砂は，一面に油の浸染をうけて

おり・小さい空隙からは飴色ないし褐亀をした油粒の流

れ出すのをみることができる。これから先約100mで

両岸に山が迫り，支流力1左に分岐するあたりまでの問に

は，ほ黛同様な油徴がみられる。とれから谷川は道路と

分かれ谷は狭くなるが，こエにある砂防ダムから約50

m上流，川の曲流部東側の小露頭（B点）にも薄く油

の浸染をうけた礫岩がみられる。これから約50mあた

りで谷がやX緩くなつた東岸杉林のなかに，古い豊野町

水道の水源貯水槽跡があるが，この前を通過してさらに

50mほど進むと東岸小凹地から金気水が流水しておウ，

これが宝田時代の手掘井の跡（C点）であるとめう・現在

は崩壊埋没しているが，少量のガスを伴つた塩分の少な・

い水が湧出している。これから約20mほどでまた川床

から金気水がボコボコ湧出しているが，これが宝田石油

株式会社の試掘の跡（D点）で，坑口の位置は西岸に3

1nほどはいつたところにあり，その排水管が現在の湧

水位置に開口しているのだという。

　坑口位置は石で埋められ平らになつている・この排水・

は，目算で10t／day位であろうか， 常に少量の油を伴

つて流出している。これから上流約100m左岸の凹地

にも試掘の跡（E点）が残つているが，油徴・ガス徴は

認められなかつた。さらに約1001n（F点），この付近

・は人頭大，ときに一抱大の円礫を混入する礫岩の露頭が

点在し，油徴も礫間を充墳している砂を破砕して水中に

投じ，き’わめてかすかに油膜を生ずる程度であるが，聞

くところによると，’かつてこの付近には数坑の手掘井が

掘られたことがあるという・この付近は標高約440m

の位置であつて，これより上流には油徴もガス徴も発見

されなかつた。こ瓦で油沢の沢口に戻りA点とB点の

中間から西に分岐する沢をさかのぼれば約20mで砂防

ダムがあり，このダムの脚部（G点）の犬頭大の礫を混

入する礫岩には顕著な油の浸染があり，さらに約100皿

ほどさかのぼると，珍らしく谷底を横断する泥岩厚さ

60clnがみられる（H点）。この泥岩には滑り面が発達し

ており，N500E方向の小断層があり，この泥岩の割れ

目からは油の浸出が認められる。この沢ではこれより上

21一（227）



地質調査’所月報　（第111巻第4号）

流に油徴・ガス徴は発見されなかつた。

　油沢の沢口で橋を渡り，西方に登る山道はかなりよい

道で，白坂峠を越して北国街道に通じている。この道を

200nl余り上つて行くと道路は南に流れ下つている小沢

のへりにでるが，こXですぐに沢底に下ると，沢の西岸

には凝灰角礫岩の露頭（1点）があつて，一面に強い油

の浸染をうけている。この沢は急傾斜に下つており，小

滝の連緯である瓜流水はきわめて少ない。こXから

301nほど下ると平らな林檎畑にでるが，この間に露出

する砂岩・礫岩・凝灰岩層等には油徴は認められなかつ

た。

　以上述べたように，豊野町西側の山地かごは数多くの油

徴が発見されているが，はつきりしたガス徴はほとんど

みあたらなかつたQ次に述べるようにガス徴の大部分が

平坦地帯にみられるのは誠に対象的で，単に観察の便宜

となるような水面が，山地帯には少な“という理由だけ

ではないような気がする。次にガズ徴はその大部分が沖

積平原内にあつて，豊野層以下の地質および地質構造と

の関係は不明の場合が多いが，’とりあえずやX顕著なガ

ス徴について述べる。

　豊野からばかなり離れるが，．千曲川東側延徳村地内を

西流して千曲川に注ぐ篠井川川床には数多くのガス気泡

浮上箇所がある。すなわち，篠井川中流が中野市から南

下し，小布施町に通ずる県道と交差する橋の付近川床に

は，直径5001n位の地区に集中して多くの優勢なガス

気泡の浮上箇所があり，’これより上流にも規模は小さい

が，所々にガス気泡の浮上が認められる。これから篠井川

下流千曲川合流点までの間にも所々にあるが，とくに草

間部落南西部から，押羽部落からくる支流との合流点付

近にわたつては優勢なガス徴が集中し，草間部落のはず

れのもゐ（K点）は直径10mほどの範囲から目算10m3／

ぬy余りのギスが噴出している大きなものである。

　信濃天然ガス株式会社草間R－1号試掘井は，篠井川

K点の北岸に，川土手から101nほどはいつた林檎畑の

なかに掘さくされたが，掘進中に故障を起こしたため，

深度232n1で中止廃坑した。現在坑口は木栓を施して

密閉してあるが，坑口位置から10魚ばかり離れた畑の

なかに新たに湧水が始まり，コンクリで作つた小さな池

の中心部に少量のガス発噴がみられる（第5図）6

　なお押羽部落からくる支流を篠井川合流点から約250

m
，

さかのぼると，川床の数箇所から気泡が浮上してお

り，あるもの（L点）は直径2cmほどの穴からかなり

頻繁に噴出しており，水は伴つていないようであつた。

　千曲川川床にも点々とガス徴がみられる。とくに篠井

川・千曲川合流点対岸，豊野町上水道の揚水ポンプ場前

（M点）のガス徴と，千曲川・松川合流点付近の千曲川

にかけられた橋から300mほど下流川床（N点）に連

続してみられるガス徴は，篠井川下流草間地内のガス徴

に匹敵する優勢なものである。前者は，木工沈床の間お

よびその前面と本流の水中にみられ，後者は，水深1～

L5mの河床砂礫の間から噴出している。

　千曲川西側地域にも多くのガス徴がみられるが，おも

なものを挙げれば次のようである。，

　豊野町西側を北流する浅川川床には数多くのガス徴が

みられ，やN顕著なものは豊野町役場の横から小布施町

に通ずる道路り橋下付近’（O点），および千曲川左岸堤

防の水門付近（P点）にみられる。とくに前者は，どきに

気泡と一緒に油膜の浮上をみることがあり，実態の把握

が望まれていたが，今回こ』に掘さくされた信濃天然ガ

ス株式会社豊野R－1号試掘井においても，深度100mr

前後で油徴・ガス徴を認めたので，地表の油徴・ガス徴

は，これらが垂直移動して逸出したものである可能性の

あることもわかつた。、

　本地区には，工場および人家の用水井にもしばしばガ』

ス徴が現われているQ－

　豊野町北部にある東浜油脂株式会社には（Q点），工

場用水採取の目的で掘さくされた深度150n1の井戸が

あり，揚水に．伴つて5m3／day程度のガスが気泡で水を

乳白色にしながらついてくる・坑井地質桂状図によれ

ば，含ガス水層は豊野層上部の砂泥互層帯である。豊野

駅から長野の方向に100mほど進んだ鉄道南側にある・

三井氏宅の自家用井（R点）は，深度22mの掘抜井で

あるが，水とガスを自噴している。水は強い硫化水素臭一

を放ち，鉄管の口元には湯花が附着しており，ガスは一

20～30秒の間隔に大豆大の気泡群となつて浮上してい

る。この家の鉄道北側にある中野青果市場には深さ約2

卑の用水井があり，1～2分おきに大豆大の気泡群が浮

上している。この付近の地質も豊野層上部の互層のよう一

である。

　豊野町南方信越線に浴つて約2，000皿，南郷部落内に

ある柄沢酒店の用水井は顕著なガス徴をもつている。坑

井は深度5m余り，直径90cmのヒューム管が坑底ま

で挿入され，かつ地面から1mほど上つている・水頭

は地上から80cln余り上にあり，ガスはこの水面一杯

・に大豆大から拳大の大きさで連続的に浮上している。

ガス量は，一目算で5m3／dayあるいはそれ以上と思われ

るQ

6．信零豊野R・1号井の試掘位置選定理由

　今回調査を行なつた試掘井，信濃天然ガス株式会社豊

野R－1号井掘さく位置は，東京通商産業局鉱山部燃料

課の指導により，地質調査所・信州大学および昔行なわ
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，長野県上水内郡豊野町試掘地付近の地質’（井島信五郎）

れた試掘結果を参考として選定されている・

　試掘位置選定理由は，東京通商産業局鉱山部燃料課が

取りまとめ作製した地質および地化学調査報告によつて

明らかであるが，これを要約すれば次のようである。

　1）本地区は新潟県の大部分および長野県の北半部を

含む大きな地向斜帯の南東周縁部に位置し，地向斜帯と

基盤山地帯との接続帯に属すると考えられる。

　2）　この接続帯には並走または雁行する多くの背斜・

向斜構造・断層等が確認され，一つの構造帯を構成して

いる0
　3）地下深部には石油またはガスの母層と考えられる1

論地頁岩層および浅川層の潜在することが考えられる。

　4）論地頁岩層または浅川層を被覆している，いわゆ

る豊野層の露出分布地域内には，数多くの油徴・ガス徴

地が発見されている。

　5）昭和15，16年頃豊野町西側山地の油徴顕著な背斜

上に掘さくされた試掘井，日石豊野R－1・R－2および鳥

居川R－1・R－2は，浅川層下部まで癩進したにもか」わ・

らず，採取に足る含ガスおよび含油層に逢着しなかつた

という。

　6）豊野町付近平野部，とくに信越線に沿う地帯には，

顕著なガス徴が広い地域にわたつてみられる。

　7）豊野町付近平原地下における深部地質構造を推定

すれば，信越線東側に一つの背斜構造がある可能性も強

く，ガス徴候地の配列状況と組み合わせてみれば，この

背斜頂部は豊野町南側浅川に沿5ものと考えられる。

　8）　なお本地域の地質構造発達の過程と，石油および

天然ガス鉱床の形成過程との関係を考察すれば，豊野層

最上部は豊野西側山地が平野に臨む山脚部付近において

急傾斜すること，昭和15，16年頃の旧日石の試掘結果

からみて，豊野層と下位層との間にははなはだしい傾斜

不整合は存在しないようであることなどから，豊野背斜

，のできた時期は大部分が豊野層堆積直後であることが準

定され，鉱床調査や試掘結果の解析などに当つては，地

史学的考慮が重要と思われる。

　9）戸以上から地下に埋蔵されている石油および天然ガ

スの移動貯溜の少なくとも一部は，平原下に推定される

背斜構造に対しても行なわれている可能性は強く，した

がつて，こ興こ採算可能程度の貯溜のあることも考えら

れる。

　以上の理由から，地下地質と石油および天然ガス埋蔵

状況を調査するため，現在油徴・ガス徴のみられる浅川

川（0点）の南岸に試掘位置を選定した。

7．試掘結果

信濃天然ガス株式会社豊野R－1号の試掘は，昭和33

年7月1日に開坑され，10月2目深度600．7mで掘り

止めにした。

　坑井地質および電気検層結果は第6図および第7図に

示されている。

　本試掘井に遜られた地質は～掘さく中のさく手の感に

よる場合でも，取り上げられたコーアをみても，浅所地質

と坑底付近の地質の間にとくに著しい圧緊状態の差異は

認められなかつたというが，地域南隣長野市内（旧若槻

村）字吉地内において大源石油鉱業所が行なつた試掘，

大源豊野R・1号井の地質柱状図との対比にまれば，深

度86m以下は豊野層と判定されるのでダ沖績層は一応

86エnまでとする。

　すなわち，地表より101nまでは地表砂礫粘土，以下

86mまでは主として礫層，1151nまでは主として灰色』

粘土，241mまでは主として礫層，340mまでは主とし

て灰色粘土，385mまでは凝灰岩・灰色粘土・凝灰質細粒

砂互層，4201nまでは灰色粘土，430mまでは砂混り

礫，485mまでは主として灰色砂質粘土，495mまでは

小砂利・凝灰岩互層，520mまでは灰色砂質粘土，520

1n以下は砂・礫・火山岩砕互層からなり，600・71nで

掘止めしている。

　掘進中の油徴・ガス徴としては，深度19．51n，80m，

133鵜155m付近を掘進中に循環泥水と一緒にガス気
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第7図信天豊野R－1号井電気的柱状図（q．S．）．
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第8図　信天豊野R－1号井温度検犀図（G．S．）

　泥水循環停止時間　・　10時30分
　測定開始時間　（坑口）　　　　17時30分

　測定終了時問　（坑底）　　　　18時30分
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長野県上水内郡豊野町試掘地付近の地質　（井島信五郎）

第味信夫豊野m耕n瓢
テスト深度

パツカー設置

シャービン切断荷重

開始時間

ゴーデビル準時間，

孔明管位置

パッカー腰切荷重

パッカー設置荷重

533～600m
529、85m

8，0001bs

18時35分
0分29秒
534．17m
28，0001bs

12，0001bs

正式報告　（北陸墾泉株式会社）

　ピーンの径　　　　　3／8”

　テスト終了時間　　　18時45分
　油お・よびガス　　ガスなし（油ぎらあり）

　テスト時間　　　　　　0時問20分

・坑『墳出状況
　　　、大気温度130C（18時20分） 掘管内柱状

時　　商　．オリフイス径・水

　30秒
　　1
　　2
　　3　．

　　4
　　5　’

　　6
6分30秒

　　7

　　8
　　9

　10

　11

　12

　13

　14

　15

　16

　17

　18

　19

　20

備考＝

　（吋）

11／4

〃

〃

3／4

〃

〃

〃

〃

3／8

〃

〃

〃

〃

1／8．

〃

〃

〃

1／16．

〃

〃

〃

〃

柱　差
（吋）

換　　算 深 度

1／4

　〃

〃

1／2　　　　380

5／8　　　　3go

〃　　　　　　　　　　〃

1／2　　　　360

、〃　　　　　　　　〃

21／8　　　　150

　2　　　　　　120

11／8’　　　　go

1／2　　　　　75

G温度14．2。C
1ヱ／8　　　　20

3／8　　　　18

〃　　　　　　　　　〃

　0　　　　　　　0

1／4　　　　33

レ　　　　で

1／8　　　　28

〃　　　　　　　　　〃

　0　　　　　　　0

　　　　　揚管中ガスなしo

↑

　　m503．30

↓

GS

　r　　19．70　　　1，200
泥
　一　65。74　　　〃

永一92．191，210

　－　158。31　　　1，138
薄
　一　175．06　　　・1，070

泥
　L241．96．1，056『

水
　一26＄・94　1，206

一
．

323淑も・2・

　一　363．59　　　　〃

濁
　一　390．87　　　　　〃

　一　417．75　　　1，016

永4458．10　〃

　一　498．20　　　　1，010

　こ52準・40　〃

トリップ・バルブ525．

pH

　　7．4

　　〃

　　〃

　　〃

　　7．6

　　〃

　　7．4

　　〃

　　〃

　　7．2

　7．6

　　7．4

　　〃

　　7．6

07m，

CI（mg／」）

（油ぎ砂しあり）紫嫌検油郷みる・

35．5

〃』

21．3

28．4

31．95

35．5

42。6

131．35

173．95

174．2

1§1．7

2q5・9

〃　、

209．45
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第10図　豊野町北側山地の地質
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長野県上水丙郡豊野町試掘地付近の地質　（井島信五郎）

泡の流出が1時間～数時間継続してみられ，1101nコー

アには，エーテル抽出㌍よる溶出物があり，550m付近の

ぜヅトに附着した掘屑には石油の浸染が認められた。

　コアリングはおよぞ50m間隔に実施し，途中深度

4501nで電気検層および坑内測温を，掘り止め肇596m

までふたxび電気検層を実施Lた（第6～8図）。

　採取したコーアについては，間隙水のC1一量を測定

し，その結果は第9図のように最高245mg／Z程度で低

く，浸入水による影響を強くうけているものと推定され

る。しかし，このq17量の測定については，最近の研究

によつて，貯溜層と上位または下位にある泥質層との間

に大きな差のある場合も知られているので，C1一による

，判定には注意を要する。

　電気検層終了後掘管を用いて行なう採油・採ガス試験

（D．S．T．）を実施したが，その結果は第2表（信天豊野

R－1号井D・S・T・正式報告ンのとおりであう・テスト

深度は5331n以下6001nまでであるが，・r揚管中ガス

なし」という結果であつた。本表の備考にあるr油ぎら

少しあり」g状況は・揚管の終わりに近づくにしたがつ

て，バケツのなかの水面いつぱいに油膜が拡がり始め，

これを紫外線検油器（ミネラライト）で照射してみた結

果，明瞭な原油の徴候がみられたという。

　以上掘進中の地質，油徴，ガス徴，Cr試験，D．S。T．

試験の結果から，533m以下に対しては稼行に足る石

油・ガスの生産は見込めないものと判定されたb・

　次いで130n1から1601nの間に対してもD・S・T・・試

験を計画したが，これは信濃天然ガス株式会社の判断に

よつて中止し，80m付近の水層に対して揚水ならびに

水質試験を実施することとなりた。これは上水道用水源

の調査であつたが，その後の報告によれば，水質不適の

ため揚水も中止し廃坑に決定したという。

8．地質調査および試掘の結果に対する意見

　今回の地質調査は短期間ではあつたが，その結果から

東京通商産業局でとりまとめた地質図について，若干の

問題点および試掘の結果に対する意見を述べる。

　1）試掘地付近の地質は油沢沢口付近において観察さ

れる状況であるが，沢口東側の丘の上にある寺の西側の

大崖に露出する豊野層最上部砂泥互層は，ほとんど直立

からいわゆる風型背斜の右肩のように折れ曲り状に急に

緩傾斜に移り，10～20Q南の傾斜を示すようになる。こ

のことと，油沢の西部で油徴のみられた沢の築で嶋；

の砂泥互層は山腹の地形と同じ位の緩い傾斜で白坂峠に

通ずる道路側の山腹を一面に被覆していることかト，こ

の付返における豊野層中の凝灰岩層優勢の部層以下は，

山地を浸食した谷底には露出してみられるが，山腹緩斜

面にはその上位にく、る最上部互層がかなり広く分布する、

ものと判断される。しかしこ玉には一つゐ問題として，

山腹あるいば山頂付近にみられる砂・礫・粘土層は本文’

で述べた豊野層最上部砂泥互層の層準であるかど5かと

いうことがあげられる。第1図によれば，山腹や山頂に

広くみられる砂・礫・粘土互層は豊野層をまつたく不整『

合に覆つている部層とみられたらしく，、無視されている

ように受け取れる。試みに既存地質資料と今回の調査判1

断の結果を総合して，豊野西方山地だけの地質図を作製

すれば第10図のようになり，この砂泥互層を豊野層上．

部の互層とするか，まつたく不整合に乗つているとする1

かで若干地質および地質構造に対する考之が変わつてく

るかもしれない。もつともこれは豊野町西側山地の小地

域に対する結果だけであり，このような考えのも』とに，

この付近全地域を調査したらどのようになるかは今後分

問題である。

　2）　さらにこXに豊野層とした地層の地質時代につい・

ては，従来も第四紀更新世に属すると考えられており，し

たがつて豊野地域北側に接する三水村地内にみられた三。，

水層，およびさらに北側飯山市西側において井島が命名

した小境奥層も，各層の層準関係から豊野層とほ黛同時一

代の堆積物と考えられる。これら各地各層の関連性と各

層が示す地質構造の特徴を明らかにすることは，これら・

の地層は本地域付近に広く分布しており，これらの地層

による構造は，深部第三紀層の構造と必ずしも同一傾向、

を示していないという点で重要なことと思われる。

　3）、信濃天然ガス株式会社豊野試掘R－1号井の柱状図・

（第6図）に示されているように，深度200エn以浅に

油徴・ガス徴がみられ，5501n以下の油徴にガスの随伴・

がみられなかつたことについては，一応次のような意見

がまとめられている・　（1）浅所のガス徴は2401nか・

ら460mの間に発達する灰色砂質粘土層から発生したガ『

スの貯溜によるものであり，　（2）地表，100mのコー

アおよび550m以下にみられた油徴は，豊野町西側山地．

の油徴地付近から浸入水とともに移動してきたものでは、

ないかという考え方もある。すなわちこれらの油徴は，

本試掘地点の直下から垂直移動してき’た原油であろうと

するには，共存する水の水質に浸入水の影響が強く現わ

れすぎており，まだ油徴・ガス徴のあり方に垂直方向の

関連性が認めちれないことなどは，これを否定する資料

であろうとするものである。

　4）　次に本試掘井のテスト結果から，いわゆる長野平・

全域の平原下に対する石油および天然ガス埋蔵の可能性、

を云々するめは早計であるが，今回の試掘井が深度不足、

のため明らかに第三紀層と考えられる地層に到達してい’

ないのであるから，さらに適当な位置を選定して試掘を
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、続行すべきものと思う。

　，試掘位置の選定は，試掘R－1号井の結果と重力探査

または地震探査の結果を総合して判断するのが適当であ

ろう。確認はしていないが千曲川に沿つて千曲地震帯が

，あり，地震のある度にこの地震帯に沿つて地表に亀裂を

生じ，これからガスの噴出があるというのも，物探結果

等から石油またはガス鉱床の発達状況を推定するうえに

はよい手掛りになるかも知れない。

　　　　　　　　　　　　（昭和33年8月調査）

丈　献

1）地質調査所＝長野県長野油田図，鈴木達夫調査，

　　　　　　1938
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